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劇場

地形に沿った動線
軒下空間集合住宅の生活の舞台

A-A’断面図

広場 事務所 舞台 客席

人々を招き入れる大屋根

集合住宅の低層部のピロティ

ビルと居酒屋の裏側にある舞台
建物の高低差がつくる動線

雑居ビルを改修した空中庭園

舞台大階段広場

地形を利用した舞台

ホワイエのような半屋外空間

高低差が舞台のような関係性をつくる

B-B’断面図 C-C’断面図

。
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C

B
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A

A’

Plan

夜になると渋谷とは思えなくなるほど
暗くなる桜丘町。屋外舞台の照明で街
の通りを照らす。いつも視認できる屋
外舞台は非常時に非難する都市の余白
とも認識され、都市防災に貢献する。スケールと構造の違う屋根がかかる。断面模型を俯瞰よりみる。

JR線路線路

再開発計画街区

首都高速道路

セルリアンタワー東急ホテル

東急プラザ

住宅街が広がる

再開発計画街区

再開発計画街区

渋谷駅

高速道路に面した雑居ビル群
低層部をピロティにする。
高速道路の高さと同じ階を水平連続庭園とする。

渋谷の砦の展望舞台

車道としてのこす
搬入車両の搬入動線。

既存の桜並木

既存の緑

オフィスビルの耐震工事とともに設けられたフレーム。
メインストリートに対するハレの舞台のストラクチャとなる。

既存のレストランやショップとの関係性をつくる軒下空間

事務室

舞台

アーティストラウンジ

スケールや構造の異なる軒下空間が人々を引き込む

軒下空間には楽屋やギャラリー
などを増設予定。

服飾工房
演劇で使う衣装を制作・展示を行う

地域住民を引き込む大屋根

舞台

楽屋

客席

ピロティ

資料室・アーカイブ

広場
地域住民にとっての公園の様な場所

生活の舞台
共有のテラス同士が舞台のような関係をつくる

練習スタジオ

レストラン厨房

楽屋・倉庫

練習スタジオ 事務所

客席

会議室

既存ビルの低層部をピロティに改修する。
渋谷駅からの人々の動線を面的に引き込む。

雑居ビルと居酒屋の裏側の舞台。
喧騒から離れた場所。

居酒屋が立ち並ぶ通りを半屋外空間として
通りに賑わいを引き出す。

立体の緑道

中央の劇場を望む物見台

居酒屋の通りと連続する舞台

大階段広場
軸を通りに振っている。

全体平面図
N



模型写真　　　　
左：渋谷駅と住宅街を結ぶ軸線をみる。人
々の動線に対して活動を引き込むように様々
なスケールの軒下空間が設けられている。
右上：住宅街の道路から見る。中央の劇場
から徐々にボリュームを落として、人の目線
の近くまで迫ってくる屋根。
右中：渋谷駅側の道路から見る。大階段ホ
ールとして計画された屋外舞台は劇場に向か
っていく際の大きな都市のホワイエとなる。
右下：桜並木をみる。耐震工事を兼ねたフ
レームは、並木通りのハレの舞台のための
ストラクチャにもなる。

Drawing

さーしーとは高専から建築学生生活を共にした仲で、気が付けば約 8 年も共に建築を学んできた。そうしたこともあって、さーしーの考える建築をそ
れ自体で素直に批評できないという点を先ずは理解してほしい。さーしーのつくる建築や図面はどれも綺麗でかっこよく、8 年でそれもかなり洗練さ
れてきたと思う。しかしその反面、趣向の変化が天井を打ち始めているようにも感じる。そうしこともあり、ここ 2 年間の課題や卒制での建築はいろ
いろと過剰に感じた。さーしーの持つボキャブラリーの豊富さやそれを巧みに用いる技術の高さは素直に尊敬している。そこで、これからの 2 年では
もう少し丹誠に課題に向き合ってはどうだろうかと思う。自分のしたいことに本当に必要なものだけを拾い上げ、かたちで表現することでさーしーら
しく振り切れるのではないかと思っている。

宮本皓章

さーしは家でやる派だったので、途中経過を全然知らない状態でした。できたものを見ると、元々の敷地のつまらなそうな公開空地や巨大ボリューム
からの変化や、様々なスケールや構造の軒空間や、通り道はいい意味で渋谷らしくなく新鮮でいいなと思いました。やはり器用というか、設計の力が
あるなーっと感じました。
途中で、渋谷で仮設的な劇場をつくる的なことを聞いていたので、それも見てみたかったなとか思いつつ、万平からの変化や渋谷でやるにあたっての
ステップアップとか色々また話したい。

上山信

渋谷を捉えるってことはすごく大変なことだと思うし、対処しきれずに終盤は息切れしていたようなイメージ ( 笑 ) そう思うとあまり御託を並べるよ
りもモニュメンタルな建築を突き詰めた方が良くなったような気がした。あと、渋谷の定義のとことか色々あるけど…( 笑 ) でも全体的にやっぱさー
しーというか、まとめるのとか初めから終わりまでの提案の一貫性みたいなのは毎回思うけどすごい。あとは分析の深さといろんな視点からの考察が
あれば！って感じなのでは。悪口ばっかでごめん ( 笑 )

上田成夢

敷地やテーマで悩んでいた時期が長く、腹を括って決めたときから建築の形がパッと出てきた印象だったけれど、そこで出てきた形が綺麗でした。劇
場というプログラムが無くなっても、建築により街は変わっていくのではないかと思います。
卒制の終盤から、自身のテーマが曖昧というテーマで悩んでいた印象だけれど、さーしーの作る空間にはセンスやこだわりを感じるから、「俺はこれ
が作りたいんだ」というゴリ押しでもいいのでは ...?
YGSA でも頑張ろう！

藤澤太朗

池谷さんの卒制では街の中に潜むというかへばりつくような設計だったけど、こちらは象徴的な形の建築が丘の上に構えていて、これはこれで、とも
思う。ただ、あの綺麗な模型に半野外空間以外はほとんど表現されていなかったのが実に勿体無いと思った。

髙橋健

Comments from Classmates


